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47) 鹿野義夫編『経済社会発展計画の解説， (昭和42年，日本経清新聞社)25ベ ジ巴
48) 同上， 131ベシ，


























50) 51) 52) いずれも引用は向上， 25ペー ジ.
53) 向上， 26ヘジ。
54) 55) 向上， 140へー ジa





































































58) 前出「計量委員会第 3 次報告~ 1ベ ジ.


























59) 前出『新経済社会発展計画の全貌~ 37ベー ジ.
削〉前出『新撞済社会発展計画j]128-、-;/0 








した「参考附表」的なものとして祭りあげられるようにな η てしま η た。作成
の経過をみればこれもじゅうぶんうなづかれる ζ とである。













































































































































































65)木村哲雄「コスモ モデルの概要J(W転機の日本経済と新経済計画 経済セミナー 臨時増刊
，.昭和4"年3月，所JC()，経済企画庁総合計画局 WPROJECTCOSMO(案) 第次総
合γステムモデル報告一一』昭和48年11月，等参照2









経済企画庁総合計画局 fPROJECTCOSMO (案) 第抗総合システムモデル報告 ~ (昭和4同三11月) 3ヘージより。〈注〕
52 (52) 第 116巷第l・2号
テノじを棚あげし，事態の変化を後追いしたモデノレをつくりあげようとしたもの
である。 ところがこのそデノレが実際に稼動されるやいなや， 経済社会基本計























































54 (日) 第 116巷第1・2号
ノレム方式以降，経済計画の作成方法と国民所得勘定との結びつきがすすめられ
るが，所得倍増計画をへて中期経済計画の中期マクロモデルに至って両者の結
合は完成する。しかし国民所得勘定を基礎とする計画作成方法は，計画の形式
的わくぐみにかかわっており，計画の内容としての政策体系はそれとは関係な
く与えられるという二元論的構造がそこにあらわれた。ただ形式的わくぐみの
策定に関するもの Cあっても，経済計画が強蓄積だけを中心的課題においてい
るかぎり， ~I 量的な計画作成方法もアナウンスメントイフヱクトという形で
定の役割をはたしうる。その例が国民所得倍増計画であった。(そこでの計画作
成方法は， まだ計量経済学的方法ではなかったが。〕しかし国際情勢の変化と強蓄積
が日本資本主義にさまざまな問題をもたらしその危機を深めるにしたがい，経
済計画はその重点、世変えていったが，これは経済計画の政策体系と形式的わく
ぐみとの矛盾を拡大させることでもあったのそして昭和48年の経済社会基本計
画の策定と破綻において ζの矛盾はいかんともしがたいものとなった。代わっ
てこの経済計画の策定の一部を補完したのがコスモ・モデルであった。
以上の分析は，資料の不足もあってきわめて不じゅうぶんなものとなってい
る。経済計画の策定と運営に関するより実証的な分析の積み重ねによって，国
民所得勘定や計量経済学的方法が現実においてはたしている役割はより明確に
なってい〈であろう。
